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研究成果の概要（和文）：　本研究の目的は，国内外の研究によって青少年の様々な危険行動と密接な関係があること
が明らかになっているライフスキルを形成することに焦点を当てた中学生用性教育プログラムを開発し，介入研究を行
いその有効性を検討することであった．形成的評価と結果評価によって本プログラムの有効性が示された．本プログラ
ムは，介入校における実践を踏まえて修正され，2014年に刊行された．現在は，その普及のためのワークショップを全
国各地で開催している．

研究成果の概要（英文）： The objectives of this study were to develop a sex education program for 
Japanese junior high school students focusing on the development of life skills which are shown to be 
related to a variety of risk behaviors among adolescents by many studies conducted in Japan and other 
countries and to examine the effectiveness of the program by an intervention study. The results of 
process evaluation and outcome evaluation revealed the effectiveness of the program. The program was 
revised based on the results of the intervention and published in 2014. The workshops for distributing 
the program are held nationwide.

研究分野：総合領域
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１．研究開始当初の背景 

早期の性行動は，若年妊娠や性感染症な

どの身体的健康問題を引き起こすとともに，

精神的，社会的健康を損なう恐れが高い危

険行動である．しかし，我が国青少年の性

行動に関する幾つかの大規模調査によれば，

青少年の性行動は 1990 年代以降急速に活発

化，早期化してきており，特に高校生女子

においてその傾向が顕著である．そのため，

性行動が活発化する前の中学生を対象とし

て，妥当な行動変容理論に基づいた，学校

現場で実行可能な性教育プログラムの開発

が求められていた． 

 そこで研究代表者らは，平成 17〜19 年度

文部科学省科学研究費萌芽研究「ライフスキ

ル形成を基礎とする性にかかわる危険行動

防止プログラムの開発」（研究代表者川畑徹

朗）の補助を受けて，青少年の性行動の関連

要因，諸外国の性教育プログラムの内容に

ついて資料を収集，検討し，セルフエステ

ィーム，意志決定スキル，対人関係スキル

などのライフスキルを育てる性教育プログ

ラムの有効性を確認した．また，西オース

トラリア州健康局が開発した，ライフスキ

ル形成を基礎とする性教育プログラムを参

考に，我が国で実行可能な中学生用性教育

プログラムを提案した． 

 
２．研究の目的 

ライフスキル形成を基礎とする中学生用

性教育プログラムを開発し，介入研究によっ

てその有効性を確認することを目的とした． 
 
３．研究の方法 

（１）対象： 

①質問紙調査実施対象者：埼玉県川口市及

び新潟県村上市の中学校各１校の全校

生徒 909 人（2011 年 5月実施）．  

②プログラム実施対象：埼玉県川口市の某

中学校に2011年に入学した生徒213人． 

（２）使用したプログラム： 

本研究においては，ライフスキル教育を

専門とする研究者と，学校現場で長年にわ

たってライフスキル教育や生徒指導に携わ

ってきた校長，教育委員会指導主事，教諭，

養護教諭などの実践者から構成される研究

プロジェクトを組織し，プログラムの開発

作業を進めた．表１に全体の内容構成を，

表２〜４に各学年の授業概要を示した． 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（３）プログラムの有効性の評価： 

 ①質問紙調査： 

2011年 5月に，埼玉県川口市（A校）及び

新潟県村上市（B校）の各１校の全生徒 909

人を対象として，無記名の自記入式質問紙調



査（事前調査）を実施した．主な質問項目は，

セルフエスティーム，社会的スキル，ストレ

ス対処スキル，意志決定スキル，月喫煙，月

飲酒，生涯キス経験，生涯性交経験，メディ

アリテラシー，性に関する心理社会的変数で

あった．また，2012年～2014年にかけて，

毎年３月に，同一の調査票を用いて両校にお

いて事後調査を実施した．  

 ②プログラム実施： 

 事前調査後，埼玉県川口市の介入校の生徒

に対しては，開発した性教育プログラムを実

施した．プログラムは，各クラスの担任が実

施し，毎回の授業後には，生徒には「振り返

りシート」を，実施者には「授業者による授

業評価表」に記入してもらった．また，毎回

の授業はビデオ撮影によって記録を残し，プ

ログラム改訂会議の際には，研究班メンバー

全員で視聴し，改善点について議論を行った． 

一方，新潟県村上市の中学校においては，

JKYB ライフスキル教育研究会が開発したラ

イフスキル教育プログラムを３年間にわた

って実施した． 

 
４．研究成果 

（１）性にかかわる危険行動の実態とその関

連要因 

本研究においては，中学生の性にかかわる

危険行動の実態とその関連要因を確認する

ために，2011年５月に中学校２校の全生徒を

対象として質問紙調査を実施した．以下に，

本研究の主な結果を示す． 

①性にかかわる危険行動の実態 

図１は，キス経験の割合を，図２には，性

交経験の割合を学校別，学年別，性別に示し

た．キス経験については，B中男子において

有意な学年差が認められ，学年が進むにつ     

れて経験者率が高くなる傾向にあった．また，

3 年生男子において有意な学校差が認められ，

B中の割合が高かった．性交経験については，

経験者率は男女ともに学年が進むにつれて

高くなる傾向にあったが，有意ではなかった．

学校差は，学年，男女の別を問わず認められ

なかった．  

 

 

図３には，キス経験別にみた性交経験者の

割合を示した．本研究においては，性交経験

率が低かったため，性交経験と密接な関連が

認められたキス経験を性行動の指標として

用いることとした． 

 

②セルフエスティーム及びライフスキル 

表５には，生涯キス経験とセルフエスティ

ーム及びライフスキルとの関係に関して，有

意差が認められた変数を示した． 

セルフエスティームに関しては，「家族」

において男女ともに２群間に有意な差があ

り，いずれの場合も非経験者群のセルフエス

ティームの得点が高かった． 

社会的スキルに関しては，男子の「向社会

的スキル」において２群間に有意な差があり，



生涯キス経験者群の得点が高かった． 

 ストレス対処スキルに関しては，女子の

「情動的回避」において２群間に有意な差が

あり，生涯キス経験者群の得点が高かった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

③性に関する心理社会的変数 

表６には，生涯キス経験と性に関する自己 

効力感及び行動意図の関係に関して，有意差

が認められた変数を示した．性に関する自己

効力感については，女子において，生涯キス

経験者は非経験者に比べて，性的圧力を避け

る自己効力感の得点が有意に低かった．性に

関する行動意図に関しては，男女ともに２群

間に有意な差があり，生涯キス経験者群にお

ける性に関する行動意図の得点が高く，10

代のうちの性交に対する行動意図が強い傾

向にあった． 

 
 
 
 
 
 
 
 

表７には，生涯キス経験と結婚前の性交に

対する態度との関係に関する結果を示した．

男子においてはすべての項目において，女子

においては，「愛し合っている相手であれば，

結婚前の性交をしても構わない」，「強く好意

をもっている相手であれば，結婚前の性交を

してもかまわない」の２項目において，２群

間に有意な差があり，生涯キス経験者は非経

験者に比べて，結婚前の性交を肯定する傾向

が強かった． 

 

 

図４には，生涯キス経験別にみた性交を経

験している友だちがいると認知する者の割

合を示した．男女ともに２群間に有意差があ

り，生涯キス経験者群の方が性交を経験して

いる友だちがいると認知する者の割合が高

かった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図５には，生涯キス経験別にみた同年代の

性交経験率の予測を示した．男女ともに２群

間に有意差があり，同年代の性交経験率を

10％未満であると予測した者の割合につい

ては非経験者群が高い一方，30％以上である

と予測した者の割合については，生涯キス経

験者群の方が高かった． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（２）プログラムの有効性の評価 

①プログラムの形成的評価 

授業者による授業評価は，授業を実施した

学級担任６人が，すべての授業について，評

価表の項目に従って毎時の授業終了後に記

入した．表８には，「授業者による授業評価

表」の主な質問内容を示した．  
 
 
 
 
 
 
 



表９－１，２には，中学校１年生用プログ

ラム実施後の授業者による授業評価表の集

計結果を示した． 

計画された授業内容を終了できたクラス

が最も少なかったのは第４時「思春期の心と

体に関する情報源」であった．また，全体の

つながりや授業の流れ，生徒の興味・関心，

生徒の参加態度については，すべての授業に

おいて 60％以上の授業者が肯定的な評価を

しており，総合評定においては 90％以上の授

業者が「とても良い」または「良い」という

評価を示した．次に，準備の負担や時間につ

いては，第３時「思春期の心の変化」を除く

すべての授業について 60％以上の授業者が

「少ない」または「普通である」と評価した．

最後に，家庭や地域との連携活動については，

保護者アンケートを用いた第１時「中学生の

心と体の健康に関する生徒のニーズ調査」に

おいて 90％以上の授業者が「はい」と答えて

いたものの，第４時「思春期の心と体に関す

る情報源」と第８時「友人関係に伴うトラブ

ルの解決」において「はい」と評価した授業

者が最も少なく 30％以下であった． 

 

 

 

 
 

 

（３）プログラムの結果評価 

①セルフエスティーム 

 事後調査３（３年時）の結果によれば，「身

体」に関するセルフエスティームにおいて２

校間に有意な差が認められ，介入校女子の得

点は比較校女子の得点に比べて高かった． 

 

②ストレス対処スキル 

 事後調査３の結果によれば，「認知的回避」

に関して男子において２校間に有意な差が

認められ，介入校男子の得点は比較校男子の

得点に比べて高かった． 

 

③結婚前の性交に対する態度 

 事後調査３の結果によれば，男女ともに２

校間に有意な差が認められ，介入校男女の得

点は，比較校男女の得点に比べて低く，結婚

前の性交に対して否定的な傾向にあった． 

 



 
 

（４）プログラム普及の取組 

 開発したプログラムを普及するために学

校現場の教師を対象としたワークショップ

を全国各地で開催している． 

以下，平成 26 年度に実施したワークショ

ップの概要について述べる． 

まず，本プログラムの基本原理や行動変容

につながる理論の基礎について，調査データ

やモデル図等を用いて説明した．次に，プロ

グラムの内容について参加者に体験学習を

してもらった後，学校現場においてより円滑

に学習活動を展開するための意見交流を行

った．最後に，介入校での実践記録を視聴す

るとともに，子どもたちが作成したワークシ

ートや振り返りシートなどを紹介した． 
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